
主　日　礼　拝主　日　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（８月１１日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

平澤一浩

全本みどり
佐々木芽生
a日名陽子
眞砂永一
金森清子
高橋奈津江
藤原友規子
行司伝道師
眞砂永一
泉水　浩
西嵜孝之

：
：
：
：
：
：
:
:
：
：
：
：
：

　7月の中旬にあったキャンプで、様々なこと
を聞きました。その中で自分の中に残っている
ことがあります。ひとつは役割ということにつ
いてで、子どもたちと関わっていく中で、自分
は次は子どもたちに向き合う番が来たのかなと
感じる場面もあり、様々な場面において自然と
支える立場にいることもあり、これは神様から
の言葉であると感じました。
　もうひとつは恋愛について。世の中の恋愛と
のギャップがありすぎて、それでも自分は必ず
しもベストとは言えるようなことはしていない
なということをメッセージを通じて感じまし
た。この恋愛というもの、誰かを好きになると
いうことも、これから子どもたちが成長するに
つれて自然にやってくるものだと思います。
　その中で自分が子どもたちに教えてあげると
いう役割を果たすためには自分にも変化をもた
らすことが大切だと感じました。与えられたも
のを大切にしながら感謝して進んでいきます。
「 一つのからだには多くの器官があって、すべ
ての器官が同じ働きはしないのと同じように大
ぜいいる私たちも、キリストにあって一つのか
らだであり、ひとりひとり互いに器官なのです。
（ローマ 12：4～ 5）」

 出 29～ 35　水 32金 34

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ

日 月 火 水 木 金 土

TESTIMONYTESTIMONY「コラム」
中旬にあったキャンプで、様々
した。その中で自分の中に残っ
ります。ひとつは役割というこ

「コラム」
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チャペル
ミーティング

（ ２０１９年７月２８日 ）
（要約者：岡本　享子）

スモールファミリー

ふるさとミーティング

誕生者のお祝い

幕屋の構造についてみていきます。幕屋は東西に100キュビト（約
44．5メートル）、南北に50キュビト（約22メートル）の長方
形です。幕屋への入口は、東側に1箇所です。美しい4色（よ
り糸の青色、紫色、緋色、より糸で織った亜麻布の白色）のししゅ
うの施された長さ20キュビトの掛け幕がかけられていました。
罪の赦しを願っていけにえの動物を携えて来る者は、だれでも
この門を通りました。門を入った前庭の中央には、いけにえの
動物を焼くための祭壇がおかれています。アカシヤ材に青銅を
かぶせた高さ3キュビト×幅5キュビト（約3平方メートル）
の板4枚で囲まれた直方体です。祭壇の西側に洗盤が置かれて
います。それは台の上にのっています。幕屋の中心をなすのが、
主の住まいである聖所の建物になります。西側3分の1の至聖
所と、東側3分の2の聖所とに分けられています。そして至聖
所の大きさは、聖所の2分の1、1辺が内側で10キュビトの、
完全な立方体です。完全なお方である主の御住まいとしてふさ
わしい形となっています。モーセは、すべて主が命じられた通
りに行い、幕屋を完成させ、その仕事を終えました。彼らがエ
ジプトを出て「第2年目の第1月，その月の第1日」（出40：
17）でした。「そのとき、雲は会見の天幕をおおい、主の栄光が
幕屋に満ちた。モーセは会見の天幕にはいることができなかった。
雲がその上にとどまり、主の栄光が幕屋に満ちていたからである」
（出40：34 - 35）主の住まいが完成し、臨在されたことが表され
ています。聖書において幕屋が分かると礼拝する姿勢がもっと
深くなっていけると思います。

牧　一穂　牧師
牧　唯恵　伝道師

行司佳世　伝道師
岡本英樹
a永井比和子

　１日　名越裕晃
　６日　澤口建太
　　　　平澤初実
　７日　妹尾真美
　　　　秦泉寺朗子

　８日　渡部　博
　９日　長谷洋子
　　　　高橋　司
１０日　三宅陽子
１３日　石川美弥

１４日　川端　進
　　　　富岡喜千朗
１５日　富岡陽子
１６日　松田沙和奈
１８日　福井弘尚

２０日　殊井美恵子
　　　　澤口来海
２１日　小川圭子
　　　　西嵜璃愛
２２日　太田伸子

２２日　山本淳平
　　　　藤原知里
　　　　平澤一浩
２３日　フェーン
２５日　田中　浩

２５日　内田　勝
　　　　岡本　爽
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吉備中央町礼拝

名越裕晃西崎栄美
誕生者のお祝い

河島　晃太

サミル教会　夏季宣教（29日まで）

サラン教会　短期宣教（８月１３日まで）

サラン教会　短期宣教（８月１３日まで）

遊びの達人　in　あぐりガーデン

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

ある人が船を操縦していると陸から２ km のところで船が故障
しました。連絡する術もなかったので、彼は泳いで助けを求め
に行きました。ところが、１ km 泳いだところで疲れ果ててし
まったので、そこから１ km 泳いで船に戻りました。彼は往復
で２ km 泳いでいたので、陸まで助けを求めに行くことができ
たのですが、彼は船に戻ったのです。私たちの人生にもこのよ
うなことが多くあります。神様が私たちに持たれている計画は
「将来と希望を与える計画」です。私たちは、将来と希望の計
画を信じようとして生きていますが、もう少しのところで、神
様がなそうとされている計画を忘れてしまい戻ってしまうので
す。

（１）クリスチャン生活における苦難がある
（２）パウロの比較
（３）「私は考えます」（ロギゾマイ）
私たちは自らが苦難にあうことを「私に問題があるからだ」「代
償だ」と思ってしまいます。しかし、神様の計画に従って歩も
うとするとき、「神がすべてのことを働かせて益としてくださ
る（ローマ8:29）」と聖書は言っています。私たちは人生を間違っ
た道にハマルティア【意味：的を外す】させていきます。それ
によって問題が起こり、苦しみを通ります。それはいばらの道
なので、元に戻ろうともがくときに棘が刺さり、そこに苦難が
生じます。しかし、その苦難は私たちの不信仰や信仰の愚かさ
によって起こったことではなく、アダムとイヴの時代、自らが
善悪を決めるようになったときから、道が踏み外されたのです。
私たちはその時から、「栄化（元に戻る）」と「聖潔（きれいに
なる）」の道を通っています。今は戻っている最中なので、棘
が刺さればそこを開けて洗い、棘をとります。神様の前にきれ
いになるため、治るために通っている道なのです。ですから、今、
私たちが通っている苦難は、将来、神様が私たちに与えようと
されている栄光に比べたら戦う余地もありません。神様が与え
る栄光からすると「取るに足らないもの」なのです。私たちが
見ている「今」は、私たちの人生に虚無をもたらします。その
ため、私たちは自らの人生を感情で決断しようとします。しか
し、感情的な根拠ではなく、知的理解（１＋１＝２）で考えな
さいと聖書は伝えています。 私たちは納得したいのです。しか
し、感情的なことについて、まだ見ぬ未来について納得するこ
とはできません。まだ見えないからです。それなのに、私たち
は人の行動にも納得したいのです。納得できないと怒っていま
す。先のことも分からず、相手のことも分からず、自分の心も
分かりません。そんな私たちは、自らが判断の基準となり、神
様が行っていることさえも判断しているのです。ある韓国の牧
師先生がメッセージのなかで「神が正しいことをされるのでは
ない、神がされることが正しいのです」と語られました。私た
ちは感情で右往左往していませんか？　私たちの目線で神様を
見ていませんか？　それをやめるために、今、「考えなさい」
と言われています。私たちはもうすでに死んで、新しく生まれ
変わったのです。主の栄光に変えられることを信じて進んでい
きましょう。

 
　「被造物も、切実な思いで神の子どもたちの現れを待ち望ん
でいるのです。それは、被造物が虚無に服したのが自分の意志
ではなく、服従させた方によるのであって、望みがあるからで
す。（ローマ8:19-20）」
（１）被造物の擬人化はヘブル的手法
（２）被造物に責任はない
（３）責任はアダムにある
（４）被造物には望みがある
クリスチャンの最大の使命は、この地球が回復するように管理
し、努めることです。それには、私たちが自らをコントロールし、
地球を治めなければなりません。地球が私たちに患難を与える
のは、私たちが地球を壊したからです。被造物は自ら虚無になっ
たのではなく、服従させた方がおられるので、彼らはもう一度
この地が回復されるときがくると信じています。この地でさえ
信じ、待ち望んでいるのです。彼らがうめいて、神様に求めて
いるので、私たちの人生もそのようになると聖書は伝えていま

す。人間は壊し、失敗しましたが、神様はそれを回復させるお
方です。被造物も神の子どもたちが現れるのを待っています。
地球の最後の回復とは、聖書が伝えている千年王国のことを
言っているのです。

「被造物自体も、滅びの束縛から解放され、神の子どもたちの
栄光の自由の中に入れられます（ローマ8:21）」
（１）キリストの再臨との関係
（２）次に地上に千年王国が成就する
（３）アダムの堕落以来、今に至るまで、自然界は崩壊しつつ
ある
「栄化（元に戻る）」が完成するときまで、私たちは着実に戻っ
ていきます。信じることがすべてのスタートです。信じて決断
するだけで、神様は私たちを造りかえてくださいます。エデン
の園の状態が回復することは、被造物が滅びの束縛から回復さ
れることなのです。
「私たちは、被造物全体が今に至るまで、ともにうめきともに
産みの苦しみをしていることを知っています（ローマ8:22）」
この “ともに” とは “私たちとともに” という意味です。私
たちは、被造物が私たちとともに、産みの苦しみを通っている
ことを知っています。今、苦しみのなかにあるということは、
出産を待っている状態です。出産は痛みをともないますが、そ
のあとには喜びが待っており、その激しい苦痛を忘れてしまう
ほどです。ですから、私たちは目の前にある問題を、信仰を通
して乗り越えるときに道が開きます。しかし、私たちが諦めて
引き返そうとしたら、私たちの過去が私たちを打ち破ります。
戻るという行為は、神様の恵みを無にする瞬間であり、過去に
囚われ続ける人生になってしまいます。今、私たちにある苦難
は意味のない苦しみではなく、新しい世界が現れるための苦し
みなのです。
私たちは今、何を見ているでしょうか。見えるところに目を向
けていないでしょうか。私たちが見るのは、見えないものに目
をとめる「確信」と「信仰」です。主が与えようとしている将
来は私たちに栄光を与える神の計画です。神様は苦難のなかで
栄光に帰ります。過去の古い人生に生きることをやめ、神様の
もとに帰る人生を選ぶ決断をしましょう。

『アメイジング・グレース』をつくったジョン・ニュートンの
人生は、神様の道から外れる人生でした。ある時、大嵐に遭い、
もう人生がダメだと思ったとき、彼は船の甲板に出て祈りまし
た。彼がしたことは「主を信じる」ことでした。その後、船は
岸部に着き、彼は助かりました。彼はこう言っています。「私
にはわかる。祈りを聞き届けてくださる神は存在する」。彼の
人生は苦難でしたが、神様はそんな彼を養い、導き、許し、回
復を与えてくださったのです。

「うめき１」
～被造物のうめき～　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローマ8：18～22

１．ローマ8:18節「今の時のいろいろの苦しみは、
　　将来私たちに啓示されようとしている栄光に
　　比べれば、取るに足りないものと私は考えます。」

2．被造物のうめきの原因（ローマ8:19～ 20）

3．被造物のうめきの解決（ローマ8:21～ 22）

アメイジング・グレース（直訳）
何と美しい響きであろうか 

私のような者までも救ってくださる
道を踏み外しさまよっていた私を 神は救い上げてくださり
今まで見えなかった神の恵みを 今は見出すことができた

神の恵みこそが 私の恐れる心を諭し 
その恐れから心を解き放ち給う

信じる事を始めたその時の神の恵みのなんと尊いことか
これまで数多くの危機や苦しみ、誘惑があったが

私を救い導きたもうたのは 他でもない神の恵みであった
主は私に約束された 主の御言葉は私の望みとなり 

主は私の盾となり 私の一部となった
命の続く限り そうだ この心と体が朽ち果て

そして限りある命が止むとき
私はベールに包まれ 喜びと安らぎの時を手に入れるのだ
やがて大地が雪のように解け 太陽が輝くのをやめても

私を召された主は永遠に私のものだ
何万年経とうとも 太陽のように光り輝き 

最初に歌い始めたとき以上に
神の恵みを歌い 讃え続けることだろう
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サラン教会　短期宣教（８月１３日まで）

遊びの達人　in　あぐりガーデン


